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明治 22 年（1889）、市制に基づき「東京市」が誕生すると、東京市の中

に東京市の公共建築を設計するための営繕課が設置されました。 

明治 27 年（1894）６月、東京湾を震源とする「東京地震」が発生しまし

た。この時、東京市内の煉瓦造や石造の建物は大きな被害を受けました。 

また、この頃になると各区の業務も次第に増えていくことになり、煉瓦

造庁舎の使い勝手が問題となります。 

こうした状況から、明治 30 年代～40 年代の区役所庁舎は、木造で建

てられるようになりました。 
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